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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザー機器とコアネットワークの間で情報を伝達する無線アクセスネットワークを含
む無線ネットワークにおいて、該ユーザー機器においてシグナリング無線ベアラを設定す
る方法であって、該方法は、
　事前に選択された数のシグナリング無線ベアラのための設定情報を含むシグナリング無
線ベアラ設定情報要素（ＩＥ）を生成するための命令を受信することと、
　該シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが、要求された最小数のシグナリング無線ベアラの
ための設定情報を含むことを確実にして、該シグナリング無線ベアラ設定ＩＥを生成する
ことと、
　該ユーザー機器において該シグナリング無線ベアラを設定する際に用いるために、該シ
グナリング無線ベアラ設定情報要素を、該無線アクセスネットワークから該ユーザー機器
に伝達することと
　を包含する、方法。
【請求項２】
　それぞれのシグナリング無線ベアラは２回以上設定されないことをさらに包含する、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　それぞれのシグナリング無線ベアラのための前記設定情報は、無線ベアラｉｄｅｎｔｉ
ｔｙ情報要素 (ＩＥ)によって識別される、請求項２に記載の方法。



(2) JP 4154533 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

【請求項４】
　前記生成するステップは、
　それぞれの信号無線ベアラのための前記設定情報が無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ情報要
素(ＩＥ)によって識別されること、または該設定情報は無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｉ
Ｅを含まないことのいずれかを確実にすることをさらに包含する、請求項１～３のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記シグナリング無線ベアラ設定ＩＥは、Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒ
ｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔであって、これはＲＲＣ　
Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｍｅｓｓａｇｅにおいて前記ユーザー機器に伝送さ
れる、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記無線ネットワークは第３世代（３Ｇ）無線ネットワークである、請求項１～５のい
ずれかに従った方法。
【請求項７】
　前記無線ネットワークは、ＵＴＲＡＮ（ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記シグナリング無線ベアラ設定ＩＥは、前記ＵＴＲＡＮによって生成され、該ＵＴＲ
ＡＮから前記ユーザー機器に伝達される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記要求された最小数のシグナリング無線ベアラは、ＲＬＣ－ＵＭ（ＲＬＣ（ｒａｄｉ
ｏ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ）ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　ｍｏｄｅ）を用いる場
合にＤＣＣＨ（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）に伝達されるす
べてのメッセージに用いられる第１のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ１）と、より高い
レイヤシグナリングを搬送するＲＲＣ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ
）メッセージを除くＲＬＣ認証モードを用いる場合に該ＤＣＣＨに伝達されるすべてのメ
ッセージに用いられる第２のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ２）と、より高いレイヤシ
グナリングを搬送するＲＲＣに用いられてＲＬＣ認証モードにおける該ＤＣＣＨに送られ
る第３のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ３）とを含む、請求項１～８のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記設定情報は、ＲＬＣ　Ｉｎｆｏ情報要素およびＲＢ　Ｍａｐｐｉｎｇ情報要素を含
む、請求項８～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　ユーザー機器とコアネットワークの間で情報を伝達する無線アクセスネットワークを含
む無線ネットワークにおいて、該ユーザー機器においてシグナリング無線ベアラを設定す
る方法であって、該方法は、
　該ユーザー機器を用いてシグナリング無線ベアラ設定情報要素（ＩＥ）を受け取ること
であって、該シグナリング無線ベアラ設定ＩＥは事前に選択された数のシグナリング無線
ベアラの設定情報を含む、ことと、
　２つ以上のシグナリング無線ベアラの該設定情報は、同一のシグナリング無線ベアラｉ
ｄｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別されるか否かを決定することと、
　２つ以上のシグナリング無線ベアラの該設定情報が同一のシグナリング無線ベアラｉｄ
ｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別される場合、該受信シグナリング無線ベアラ
設定ＩＥを変則的な情報要素として識別することと
　を包含する方法。
【請求項１２】
　前記２つ以上のシグナリング無線ベアラの設定情報が同一のシグナリング無線ベアラｉ
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ｄｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別される場合、事前に選択された基準に基づ
く該シグナリング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙＩＤの一例を選択することをさらに包含す
る、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記２つ以上のシグナリング無線ベアラの設定情報が同一のシグナリング無線ベアラｉ
ｄｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別される場合、前記変則的な情報要素を識別
し、新しいシグナリング無線ベアラ設定ＩＥを要求する前記ユーザー機器からの報告を伝
達する前記受信シグナリング無線ベアラＩＥを拒否することをさらに包含する、請求項１
１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが２つ以上のシグナリング無線ベアラの同一
のｉｄｅｎｔｉｔｙ情報要素を含むために、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが変
則的な情報要素として識別される場合、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥを拒否し
、アイドル状態に入ることをさらに包含する、請求項１１～１３のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１５】
　それぞれのシグナリング無線ベアラの前記設定情報がシグナリング無線ベアラｉｄｅｎ
ｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別され、
　前記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが要求された最小数のシグナリング無線ベア
ラの設定情報を含むか否かを決定することと、
　該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが該要求された最小数のシグナリング無線ベア
ラの設定情報を含まない場合、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥを変則的な情報要
素として識別すること
　をさらに包含する、請求項１１～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが前記要求された最小数のシグナリング無線
ベアラの情報を含まないために、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが変則的な情報
要素として識別される場合、デフォルト設定値を用いて含まれないシグナリング無線ベア
ラを設定することをさらに包含する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが前記要求された最小数のシグナリング無線
ベアラの設定情報を含まないために、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが変則的な
情報要素として識別される場合、新しいシグナリング無線ベアラ設定ＩＥを要求する前記
ユーザー機器からの報告を伝達することをさらに包含する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが前記要求された最小数のシグナリング無線
ベアラの設定情報を含まないために、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが変則的な
情報要素として識別される場合、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥを無視し、アイ
ドル状態に入ることをさらに包含する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　それぞれのシグナリング無線ベアラの前記設定情報がシグナリング無線ベアラｉｄｅｎ
ｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別され、
　前記受信シグナリング無線ベアラ設定がそれぞれのシグナリング無線ベアラのシグナリ
ング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）を含むか否かを決定することと、
　前記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥがそれぞれのシグナリング無線ベアラのシグ
ナリング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）を含まない場合、該受信シグナリ
ング無線ベアラ設定ＩＥを変則的な情報要素として識別することと
　をさらに包含する、請求項１１～１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥがそれぞれのシグナリング無線ベアラのシグ
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ナリング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥを含まないために、該受信シグナリング無線
ベアラ設定ＩＥが変則的な情報要素として識別される場合、新しいシグナリング無線ベア
ラ設定ＩＥを要求する前記ユーザー機器からの報告を伝達することをさらに包含する、請
求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥがそれぞれのシグナリング無線ベアラのシグ
ナリング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥを含まないために、該受信シグナリング無線
ベアラ設定ＩＥが変則的な情報要素として識別される場合、該受信シグナリング無線ベア
ラ設定ＩＥを無視し、アイドル状態に入ることをさらに包含する、請求項１９に記載の方
法。
【請求項２２】
　前記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥがそれぞれのシグナリング無線ベアラのシグ
ナリング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥを含まないために、該受信シグナリング無線
ベアラ設定ＩＥが変則的な情報要素として識別される場合、それぞれの欠けているシグナ
リング無線ベアラ設定ＩＥのデフォルト値を割り当てることをさらに包含する、請求項１
９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記デフォルト値は第１の不使用値から始まるシグナリング無線ベアラｄｅｎｔｉｔｙ
　ＩＥのセットから選択される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記デフォルト値は、前記シグナリング無線ベアラが前記受信シグナリング無線ベアラ
設定ＩＥにリストアップされる順に基づいて選択される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記シグナリング無線ベアラ設定ＩＥはＳｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅ
ｒ　　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔであって、これはＲＲＣ　
Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｍｅｓｓａｇｅにおける前記ユーザー機器に伝達さ
れる、請求項１１～２４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記無線ネットワークは、ＵＴＲＡＮ（ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記シグナリング無線ベアラ設定ＩＥは前記ＵＴＲＡＮによって生成され、該ＵＴＲＡ
Ｎから前記ユーザー機器に伝達される、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記要求された最小数のシグナリング無線ベアラは、ＲＬＣ－ＵＭ（ＲＬＣ（ｒａｄｉ
ｏ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ）ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｄｅ　ｍｏｄｅ）を用いる場
合にＤＣＣＨ（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）に伝達されるす
べてのメッセージに用いられる第１のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ１）と、より高い
レイヤシグナリングを搬送するＲＲＣ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ
）メッセージを除くＲＬＣ認証モードを用いる場合に該ＤＣＣＨに伝達されるすべてのメ
ッセージに用いられる第２のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ２）と、より高いレイヤシ
グナリングを搬送するＲＲＣに用いられてＲＬＣ認証モードにおける該ＤＣＣＨに送られ
る第３のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ３）とを含む、請求項１１～２７のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項２９】
　前記設定情報は、ＲＬＣ　Ｉｎｆｏ情報要素およびＲＢ　Ｍａｐｐｉｎｇ情報要素を含
む、請求項２８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本特許文献に記載される技術は一般的に移動通信システムの分野に関連する。より特定
的には、本特許文献は、ユーザー機器プロトコルスタックにおいてシグナリング無線ベア
ラ情報を設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒｅ）するシステムおよび方法を記載する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
ｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）は第３世代公有地移動通信システムである。さまざまな標準化団体が
、それぞれの適格性分野においてＵＭＴＳの標準を発表している。たとえば、３ＧＰＰ（
Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）は、Ｇ
ＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ）およびＷ－ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）に基づくＵＭＴＳを発表し、３ＧＰＰ２（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎ
ｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２）は、ＣＤＭＡ２０００
（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）に基づくＵＭＴＳの
標準を発表している。標準文書３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１はＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）プロトコル仕様を扱う。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　ここに開示される教示にしたがって、シグナリング無線ベアラ情報を設定するシステム
および方法が提供される。ユーザー機器とコアネットワークの間で情報を伝達する無線ア
クセスネットワークを含む無線ネットワークが用いられる。命令が受け取られ得て、事前
選択した数のシグナリング無線ベアラのための設定情報を含むシグナリング無線ベアラ設
定情報要素（ＩＥ）を生成する。それからシグナリング無線ベアラ設定ＩＥが生成され得
る一方、シグナリング無線ベアラ設定ＩＥは要求された最少数のシグナリング無線ベアラ
のための設定情報を含むことを確実にする。ユーザー機器においてシグナリング無線ベア
ラの設定に使用するために、シグナリング無線ベアラ設定情報要素は、無線アクセスネッ
トワークからユーザー機器に伝達され得る。
【０００４】
　シグナリング無線ベアラ設定情報要素（ＩＥ）はユーザー機器によって受け取られ得て
、事前に選択された数のシグナリング無線ベアラの設定情報を含む。ユーザー機器は、受
信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが要求された最小数のシグナリング無線ベアラの設定
情報を含むか否かを決定し得る。受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが要求された最小
数のシグナリング無線ベアラの設定情報を含まない場合、ユーザー機器は変則的な（ａｎ
ｏｍａｌｏｕｓ）情報要素として受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥを識別し得る。
【０００５】
　本発明は、さらに以下の手段を提供する。
【０００６】
　（項目１）
　ユーザー機器とコアネットワークの間で情報を伝達する無線アクセスネットワークを含
む無線ネットワークにおいて、該ユーザー機器においてシグナリング無線ベアラを設定す
る方法であって、該方法は、
　事前に選択された数のシグナリング無線ベアラのための設定情報を含むシグナリング無
線ベアラ設定情報要素（ＩＥ）を生成するための命令を受信することと、
　該シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが、要求された最小数のシグナリング無線ベアラの
ための設定情報を含むことを確実にして、該シグナリング無線ベアラ設定ＩＥを生成する
ことと、
　該ユーザー機器において該シグナリング無線ベアラを設定する際に用いるために、該シ
グナリング無線ベアラ設定情報要素を、該無線アクセスネットワークから該ユーザー機器
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に伝達することと
　を包含する、方法。
【０００７】
　（項目２）
　それぞれのシグナリング無線ベアラは２回以上設定されないことをさらに包含する、項
目１に記載の方法。
【０００８】
　（項目３）
　それぞれのシグナリング無線ベアラのための上記設定情報は、無線ベアラｉｄｅｎｔｉ
ｔｙ情報要素 (ＩＥ)によって識別される、項目２に記載の方法。
【０００９】
　（項目４）
　上記生成するステップは、
　それぞれの信号無線ベアラのための上記設定情報が無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ情報要
素(ＩＥ)によって識別されること、または該設定情報は無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｉ
Ｅを含まないことのいずれかを確実にすることをさらに包含する、項目１～３のいずれか
一項に記載の方法。
【００１０】
　（項目５）
　上記シグナリング無線ベアラ設定ＩＥは、Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒ
ｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔであって、これはＲＲＣ　
Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｍｅｓｓａｇｅにおいて上記ユーザー機器に伝送さ
れる、項目１～４のいずれか一項に記載の方法。
【００１１】
　（項目６）
　上記無線ネットワークは第３世代（３Ｇ）無線ネットワークである、項目１～５のいず
れかに従った方法。
【００１２】
　（項目７）
　上記無線ネットワークは、ＵＴＲＡＮ（ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を含む、項目６に記載の方法。
【００１３】
　（項目８）
　上記シグナリング無線ベアラ設定ＩＥは、上記ＵＴＲＡＮによって生成され、該ＵＴＲ
ＡＮから上記ユーザー機器に伝達される、項目７に記載の方法。
【００１４】
　（項目９）
　上記要求された最小数のシグナリング無線ベアラは、ＲＬＣ－ＵＭ（ＲＬＣ（ｒａｄｉ
ｏ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ）ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　ｍｏｄｅ）を用いる場
合にＤＣＣＨ（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）に伝達されるす
べてのメッセージに用いられる第１のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ１）と、より高い
レイヤシグナリングを搬送するＲＲＣ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ
）メッセージを除くＲＬＣ認証モードを用いる場合に該ＤＣＣＨに伝達されるすべてのメ
ッセージに用いられる第２のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ２）と、より高いレイヤシ
グナリングを搬送するＲＲＣに用いられてＲＬＣ認証モードにおける該ＤＣＣＨに送られ
る第３のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ３）とを含む、項目１～８のいずれか一項に記
載の方法。
【００１５】
　（項目１０）
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　上記設定情報は、ＲＬＣ　Ｉｎｆｏ情報要素およびＲＢ　Ｍａｐｐｉｎｇ情報要素を含
む、項目８～９のいずれか一項に記載の方法。
【００１６】
　（項目１１）
　ユーザー機器とコアネットワークの間で情報を伝達する無線アクセスネットワークを含
む無線ネットワークにおいて、該ユーザー機器においてシグナリング無線ベアラを設定す
る方法であって、該方法は、
　該ユーザー機器を用いてシグナリング無線ベアラ設定情報要素（ＩＥ）を受け取ること
であって、該シグナリング無線ベアラ設定ＩＥは事前に選択された数のシグナリング無線
ベアラの設定情報を含む、ことと、
　２つ以上のシグナリング無線ベアラの該設定情報は、同一のシグナリング無線ベアラｉ
ｄｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別されるか否かを決定することと、
　２つ以上のシグナリング無線ベアラの該設定情報が同一のシグナリング無線ベアラｉｄ
ｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別される場合、該受信シグナリング無線ベアラ
設定ＩＥを変則的な情報要素として識別することと
　を包含する方法。
【００１７】
　（項目１２）　
　上記２つ以上のシグナリング無線ベアラの設定情報が同一のシグナリング無線ベアラｉ
ｄｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別される場合、事前に選択された基準に基づ
く該シグナリング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙＩＤの一例を選択することをさらに包含す
る、項目１１に記載の方法。
【００１８】
　（項目１３）
　上記２つ以上のシグナリング無線ベアラの設定情報が同一のシグナリング無線ベアラｉ
ｄｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別される場合、上記変則的な情報要素を識別
し、新しいシグナリング無線ベアラ設定ＩＥを要求する上記ユーザー機器からの報告を伝
達する上記受信シグナリング無線ベアラＩＥを拒否することをさらに包含する、項目１１
に記載の方法。
【００１９】
　（項目１４）
　上記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが２つ以上のシグナリング無線ベアラの同一
のｉｄｅｎｔｉｔｙ情報要素を含むために、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが変
則的な情報要素として識別される場合、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥを拒否し
、アイドル状態に入ることをさらに包含する、項目１１～１３のいずれか一項に記載の方
法。
【００２０】
　（項目１５）
　それぞれのシグナリング無線ベアラの上記設定情報がシグナリング無線ベアラｉｄｅｎ
ｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別され、
　上記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが要求された最小数のシグナリング無線ベア
ラの設定情報を含むか否かを決定することと、
　該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが該要求された最小数のシグナリング無線ベア
ラの設定情報を含まない場合、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥを変則的な情報要
素として識別すること
　をさらに包含する、項目１１～１４のいずれか一項に記載の方法。
【００２１】
　（項目１６）
　上記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが上記要求された最小数のシグナリング無線
ベアラの情報を含まないために、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが変則的な情報
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要素として識別される場合、デフォルト設定値を用いて含まれないシグナリング無線ベア
ラを設定することをさらに包含する、項目１５に記載の方法。
【００２２】
　（項目１７）
　上記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが上記要求された最小数のシグナリング無線
ベアラの設定情報を含まないために、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが変則的な
情報要素として識別される場合、新しいシグナリング無線ベアラ設定ＩＥを要求する上記
ユーザー機器からの報告を伝達することをさらに包含する、項目１５に記載の方法。
【００２３】
　（項目１８）
　上記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが上記要求された最小数のシグナリング無線
ベアラの設定情報を含まないために、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥが変則的な
情報要素として識別される場合、該受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥを無視し、アイ
ドル状態に入ることをさらに包含する、項目１５に記載の方法。
【００２４】
　（項目１９）
　それぞれのシグナリング無線ベアラの上記設定情報がシグナリング無線ベアラｉｄｅｎ
ｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）によって識別され、
　上記受信シグナリング無線ベアラ設定がそれぞれのシグナリング無線ベアラのシグナリ
ング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）を含むか否かを決定することと、
　上記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥがそれぞれのシグナリング無線ベアラのシグ
ナリング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ情報要素（ＩＥ）を含まない場合、該受信シグナリ
ング無線ベアラ設定ＩＥを変則的な情報要素として識別することと
　をさらに包含する、項目１１～１８のいずれか一項に記載の方法。
【００２５】
　（項目２０）
　上記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥがそれぞれのシグナリング無線ベアラのシグ
ナリング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥを含まないために、該受信シグナリング無線
ベアラ設定ＩＥが変則的な情報要素として識別される場合、新しいシグナリング無線ベア
ラ設定ＩＥを要求する上記ユーザー機器からの報告を伝達することをさらに包含する、項
目１９に記載の方法。
【００２６】
　（項目２１）　
　上記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥがそれぞれのシグナリング無線ベアラのシグ
ナリング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥを含まないために、該受信シグナリング無線
ベアラ設定ＩＥが変則的な情報要素として識別される場合、該受信シグナリング無線ベア
ラ設定ＩＥを無視し、アイドル状態に入ることをさらに包含する、項目１９に記載の方法
。
【００２７】
　（項目２２）
　上記受信シグナリング無線ベアラ設定ＩＥがそれぞれのシグナリング無線ベアラのシグ
ナリング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥを含まないために、該受信シグナリング無線
ベアラ設定ＩＥが変則的な情報要素として識別される場合、それぞれの欠けているシグナ
リング無線ベアラ設定ＩＥのデフォルト値を割り当てることをさらに包含する、項目１９
に記載の方法。
【００２８】
　（項目２３）
　上記デフォルト値は第１の不使用値から始まるシグナリング無線ベアラｄｅｎｔｉｔｙ
　ＩＥのセットから選択される、項目２２に記載の方法。
【００２９】
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　（項目２４）
　上記デフォルト値は、上記シグナリング無線ベアラが上記受信シグナリング無線ベアラ
設定ＩＥにリストアップされる順に基づいて選択される、項目２２に記載の方法。
【００３０】
　（項目２５）
　上記シグナリング無線ベアラ設定ＩＥはＳｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅ
ｒ　　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔであって、これはＲＲＣ　
Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｍｅｓｓａｇｅにおける上記ユーザー機器に伝達さ
れる、項目１１～２４のいずれか一項に記載の方法。
【００３１】
　（項目２６）
　上記無線ネットワークは、ＵＴＲＡＮ（ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を含む、項目２５に記載の方法。
【００３２】
　（項目２７）
　上記シグナリング無線ベアラ設定ＩＥは上記ＵＴＲＡＮによって生成され、該ＵＴＲＡ
Ｎから上記ユーザー機器に伝達される、項目２６に記載の方法。
【００３３】
　（項目２８）
　上記要求された最小数のシグナリング無線ベアラは、ＲＬＣ－ＵＭ（ＲＬＣ（ｒａｄｉ
ｏ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ）ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｄｅ　ｍｏｄｅ）を用いる場
合にＤＣＣＨ（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）に伝達されるす
べてのメッセージに用いられる第１のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ１）と、より高い
レイヤシグナリングを搬送するＲＲＣ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ
）メッセージを除くＲＬＣ認証モードを用いる場合に該ＤＣＣＨに伝達されるすべてのメ
ッセージに用いられる第２のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ２）と、より高いレイヤシ
グナリングを搬送するＲＲＣに用いられてＲＬＣ認証モードにおける該ＤＣＣＨに送られ
る第３のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ３）とを含む、項目１１～２７のいずれか一項
に記載の方法。
【００３４】
　（項目２９）
　上記設定情報は、ＲＬＣ　Ｉｎｆｏ情報要素およびＲＢ　Ｍａｐｐｉｎｇ情報要素を含
む、項目２８に記載の方法。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　図面を参照すると、図１は、典型的な第３世代（３Ｇ）無線ネットワークを示すブロッ
ク図である。無線ネットワークは、ＵＴＲＡＮ（ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａ
ｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）１００を含み、ＡＴＭバックボーン１
２０を介して、コアネットワーク１４０に接続している。また、複数のユーザー機器１１
０が図示され、これらは無線ネットワークを用いて無線で通信し得る。
【００３６】
　ＵＴＲＡＮ１００は複数の基地局１１５（ノードＢ’と言及される）を含み、２つのみ
が図示されているが、Ｕｕインタフェースで電波を用いてユーザー機器１００と無線で通
信する。特定のＵＴＲＡＮ１００の性能に応じて、ＲＮＣ１３０は、同一モードの複数の
ノードＢ’１１５かまたは多様なモードで動作する複数のノードＢをサポートし得る。Ａ
ＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）バックボーン１２０は
さまざまなＵＴＲＡＮ成分を一つに結合し、ＵＴＲＡＮ１００をコアネットワーク１４０
に結合する。
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【００３７】
　図２は、典型的なコアネットワーク１４０のブロック図である。ユーザー機器１１０も
また図示され、ＵＴＲＡＮ１００と共同で、ＡＴＭバックボーン１２０を介してコアネッ
トワーク１４０と通信する。動作において、ＣＳ（ｃｉｒｃｕｉｔ　ｓｗｉｔｃｈｅｄ）
パケットはＴＲＡＵ（ｔｒａｎｓｃｏｄｅｒ／ｒａｔｅ　ａｄａｐｔｅｒ　ｕｎｉｔ）２
１０を介して送受信され得る。ＴＲＡＵ２１０は、移動通信交換局（ＭＳＣ）２１０のた
めにＵＭＴＳスピーチパケットを標準パケットに変換し、公衆切り換えの公衆電話交換網
（ＰＳＴＮ）２２６でスピーチを通信する。さらに、ＰＳ（ｐａｃｋｅｔ　ｓｗｉｔｃｈ
ｅｄ）パケットは、ＳＧＳＮ（ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅ
ｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）ｓｕｐｐｏｒｔ　ｎｏｄｅ）２１６と個人のＩＰバッ
クボーン２１８とＧＧＳＮ（Ｇａｔｅｗａｙ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）２
２０と外部パケットネットワーク２２４を介して送受信され得る。
【００３８】
　コアネットワーク１４０には、ＶＬＲ（ｖｉｓｉｔｏｒ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｒｅｇｉ
ｓｔｅｒ）２２２およびＨＬＲ／ＡｕＣ（ｈｏｍｅ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｒｅｇｉｓｔｅ
ｒ／ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｃｅｎｔｅｒ）２１４もまた含まれる。ＶＬＲ２２
２は、関連するサービスエリア内での通話操作および他の機能のために必要なユーザー機
器１１０情報を格納する。ＨＬＲ／ＡｕＣ２１４は、ユーザー機器１１０を識別するのに
用いられる永久的記録を格納し、ＳＧＳＮおよびＶＬＲアドレスのような一時的記録もま
た格納し得る。
【００３９】
　典型的な３Ｇ無線ネットワークにおいて、３つのプロトコルのセットが用いられ、ＵＴ
ＲＡＮとユーザー機器の間でデータを伝達する。ユーザー機器とは、制御プレーン（ｐｌ
ａｎｅ）プロトコル、ユーザープレーンプロトコル、搬送ネットワークユーザープレーン
プロトコルである。ユーザープレーンプロトコルは、アクセス層を介してユーザーデータ
を搬送することで、無線ベアラサービスを実行する。制御プレーンプロトコルは、無線ア
クセスベアラおよび、ＵＴＲＡＮとユーザー機器の間の接続を制御するために用いられる
。
【００４０】
　図３は、ユーザー機器とＳＧＳＮの間の典型的なＵＭＴＳ制御プレーンアーキテクチャ
３００を図示する図である。制御プレーンアーキテクチャ３００は、ユーザー機器制御プ
レーンプロトコルスタック３１０、ＲＮＣ制御プレーンプロトコルスタック３２０、ＳＧ
ＳＮ制御プレーンプロトコルスタック３３０を含む。特に、ＲＲＣ層３１２は、ユーザー
機器のための全体の無線リソース制御の責任がある。他の無線リソース制御機能の中で、
ＲＲＣ層３１２は、無線ベアラ（つまり、ユーザー機器とＵＴＲＡＮの間でデータを伝達
するために提供されるサービス）の確立、再設定、解放の責任がある。ＲＲＣメッセージ
を伝達するために利用可能な無線ベアラは、「シグナリング無線ベアラ」と言及され、Ｕ
ＴＲＡＮによって、Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ　（ＲＢ）　Ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍ
ｅｎｔ）ＩＥに設定される。これは、ＵＴＲＡＮからユーザー機器におけるＲＲＣに伝達
される。
【００４１】
　典型的３Ｇ無線ネットワークの詳細な記載は、図１～図３に示されていて、国際電気通
信連合によって公表されたＩＭＴ－２０００（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌ
ｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ－２０００）標準、および３ＧＰＰＴＭ（Ｔ
ｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）によって
公表された３ＧＰＰ標準文書に提供されていて、標準文書３ＧＰＰ　ＴＳ　２３．１０１
、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３０１、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１、３ＧＰＰ　ＴＳ　２
５．４０１を含み、これらはここに援用される。
【００４２】
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　図４は、例示的な、Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅ
ｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥ　４３０を示すブロック図４００であって、ユーザー機器４１０
のＲＲＣ層４１２にシグナリング無線ベアラを設定するためのものである。Ｓｉｇｎａｌ
ｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　４３０は、ＵＴ
ＲＡＮ４２０から伝達され、それぞれのＳＲＢ（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｒａｄｉｏ　ｂｅ
ａｒｅｒ）が設定されるための情報要素４３２のセットを含む。Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒ
Ｂ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥ　４３０は、たとえば
、それぞれの要素が次のＡＳＮ．１構成を有するリストであり得る。
ＳＲＢ－ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＳｅｔｕｐ：：＝ＳＥＱＵＥＮＣＥ｛
ｒｂ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　　　　　　　　　ＲＢ－ＩｄｅｎｔｉｔｙＯＰＴＩＯＮＡＬ，
ｒｌｃ－ＩｎｆｏＣｈｏｉｃｅ　　　　　　ＲＬＣ－ＩｎｆｏＣｈｏｉｃｅ，
ｒｂ－ＭａｐｐｉｎｇＩｎｆｏ　　　　　　ＲＢ－ＭａｐｐｉｎｇＩｎｆｏ｝
　標準文書３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１にしたがって、使用するために３つのシグナリ
ング無線ベアラ（ＳＲＢ１－ＳＲＢ３）が設定される必要があり、メッセージはＤＣＣＨ
（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）に送られ、一つのシグナリン
グ無線ベアラ（ＳＲＢ４）は任意である。標準文書において、ＲＬＣ－ＵＭ（ＲＬＣ　ｕ
ｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　ｍｏｄｅ）が用いられる場合、ＳＲＢ１が用いられ、すべ
てのメッセージがＤＣＣＨに送られる。ＲＲＣメッセージが高レイヤ（ＮＡＳ）シグナリ
ングを搬送する以外、ＲＬＣ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　ｍｏｄｅを用いる場合、ＳＲ
Ｂ２が用いられ、すべてのメッセージはＤＣＣＨに送られる。ＳＲＢ３および随意的なＳ
ＲＢ４がｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　ｍｏｄｅにおいてＤＣＣＨに送られる。
【００４３】
　情報要素４３２のセットは、ＵＴＲＡＮ４２０からＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　４３０に伝達され、ＲＲＣ４１２に用
いられて、シグナリング無線ベアラを設定する。セット４３２内の情報要素は、ＲＢ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｔｙ情報要素、ＲＬＣ　Ｉｎｆｏ情報要素、ＲＢ　Ｍａｐｐｉｎｇ　Ｉｎｆｏ
　情報要素を含み得る。ＲＢ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ情報要素が用いられ、情報要素４３２の
それぞれのセットによってどのシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ１－ＳＲＢ４）が設定さ
れるかを識別する。ＲＢ　Ｍａｐｐｉｎｇ　ＩｎｆｏおよびＲＬＣ　Ｉｎｆｏ　情報要素
が用いられて、ＲＢ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ情報要素によって識別されたシグナリング無線ベ
アラを設定する。より特定的には、ＲＢ　Ｍａｐｐｉｎｇ　Ｉｎｆｏ情報要素が用いられ
、識別されたシグナリング無線ベアラのために多重化オプションを設定し、ＲＬＣ　Ｉｎ
ｆｏ情報要素が用いられ、識別されたシグナリング無線ベアラのために伝達および受信Ｒ
ＬＣエンティティを設定する。
【００４４】
　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　
ＩＥ　４３０が、ＵＴＲＡＮ４２０からのＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　
Ｍｅｓｓａｇｅに含まれる場合、標準によって、ＩＥ　４３０はＳＲＢ１－ＳＲＢ３それ
ぞれおよび随意的にＳＲＢ４を設定する必要がある。つまり、ＳＲＢ１－ＳＲＢ３それぞ
れおよび随意的ＳＲＢ４は、Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ
　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥ　４３０によって識別され、設定されるべきである。しか
しながら、図５および図６は、適切な設定情報を含まない非対応のＳｉｇｎａｌｉｎｇ　
ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥ　５１０および６１
０の２つの例を示す。
【００４５】
　図５は、非対応のＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔ
ｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥ　５１０の例を示し、これは同一のシグナリング無線ベアラ（ＳＲ
Ｂ１）を２回、不適切に特定する。この例５００において、非対応のＳｉｇｎａｌｉｎｇ
　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　ＩＥ　５１０は、４つの情報要素
５１２、５１４、５１６、５１８のセットを含む。２つのセット５１２および５１４はＲ
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Ｂ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ情報要素を含み、同一のシグナリング無線ベアラＳＲＢ１を特定す
る。他の２つの情報要素セット５１６および５１８はそれぞれＳＲＢ２およびＳＲＢ３を
特定する。
【００４６】
　図６は、非対応のＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔ
ｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥ　６００の別の例を示し、これは必要なシグナリング無線ベアラの
ための設定情報を含まない。上記のように、ＳＲＢリスト６１０がＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃ
ｔｉｏ設定Ｓｅｔｕｐ　Ｍｅｓｓａｇｅに送られる場合、標準文書はシグナリング無線ベ
アラＳＲＢ１－ＳＲＢ３が設定されることを要する。しかしながら、図示されるＳｉｇｎ
ａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥ　６０
０は、ＳＲＢ１、ＳＲＢ３、ＳＲＢ４のために設定情報６１２、６１４、６１５を含むの
みである。Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌ
ｉｓｔ　６１０がＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｍｅｓｓａｇｅ以外のメ
ッセージに含まれる場合、標準はＳＲＢが設定されることを要しない。
【００４７】
　図７～図９は、ユーザー機器プロトコルスタックにおいてシグナリング無線ベアラを設
定するための３つの例示的方法７００、８００、９００を示す。これらの例示的方法によ
り、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ１～ＳＲＢ４）が標準文書にしたがって適切に設定
されることを確実にするのに役立っている。図７は方法７００であって、ＵＴＲＡＮ４２
０で実行され得て、図８および図９は方法８００および９００であって、ユーザー機器４
１０によって実行され得る。
【００４８】
　まず図７を説明すると、方法はステップ７１０から開始して、ＵＴＲＡＮがユーザー機
器４１０を設定するためにＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅｔ
ｕｐ　Ｌｉｓｔを開始するように命令を受ける。ステップ７２０において、ＵＴＲＡＮ４
２０は設定情報を処理し、Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅｔ
ｕｐ　Ｌｉｓｔに含まれる情報要素のセットが、図５に示されるように同一のシグナリン
グ無線ベアラを特定しないことを確実にする。
【００４９】
　ステップ７３０において、ＵＴＲＡＮ４２０は、３Ｇ標準文書において不明瞭さにつな
がることになる、Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌ
ｉｓｔから欠けている無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥがないことを確実にする。標準
文書３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１　ｖｅｒｓｉｏｎ　３．１０．０は、２つのセクショ
ン８．６．４．１および１１．３を含み、これらは、無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥ
がＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔから欠け
ている状況に対処する。セクション８．６．４．１は、無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｉ
Ｅ（つまり、無数のＳＲＢ）が欠けている場合、ＵＥは「１に等しいＩＥ　’ＲＢ　ｉｄ
ｅｎｔｉｔｙ’のデフォルト値を、第１のＩＥ　’Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　ｔｏ　ｓｅｔｕｐ’のために適用し、それぞれの発生につき、デフォル
ト値を１、増加する」ことを要求する。しかしながら、標準文書のセクション１１．３は
、ＩＥ「ＲＢ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ」がＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔから欠けている場合、最小の不使用値が用いられることを要す
る。一部の場合、セクション８．６．４．１および１１．３の適用は異なる結果を達成し
得る。ステップ７３０によってＵＴＲＡＮが、標準文書３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１　
ｖｅｒｓｉｏｎ　３．１０．０のセクション８．６．４．１と１１．３の間の不明瞭さに
つながることになるＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　
Ｌｉｓｔの生成を防ぐ。これは、次のいずれかを確実にすることによって達成され得る：
Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔにおけるそ
れぞれのシグナリング無線ベアラ設定のために無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥ（つま
り、ＩＥ「ＲＢ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ」）が含まれること、もしくは、無線ベアラｉｄｅｎ
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ｔｉｔｙ　ＩＥがＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌ
ｉｓｔに含まれないことである。
【００５０】
　ステップ７４０においてＵＴＲＡＮ４２０は、必要なシグナリング無線ベアラ（つまり
、適用可能な３Ｇ標準によって必要とされるＳＲＢ）のためにＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔに設定が含まれることを確実に
する。ＵＴＲＡＮ４２０は、たとえば、それぞれのＳＲＢ１～ＳＲＢ３がすでにユーザー
機器４１０に設定されたか、または必要な設定がＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥに含まれるかを確実にする。Ｓｉｇｎ
ａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥはそれ
からステップ７５０において、ＵＴＲＡＮ４２０からユーザー機器４１０に伝達される。
【００５１】
　図８を説明すると、方法８００はステップ８１０から開始し、ユーザー機器４１０は、
ＵＴＲＡＮ　４２０からＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓ
ｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥを受ける。ステップ８１２において、ユーザー機器４１０は、
受け取ったＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌ
ｉｓｔ　ＩＥが図５に示されるように同一のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）を２回特
定するかを決定する。そうであるならば、方法はステップ８１８において、受け取ったＩ
Ｅを、無効のまたは変則のＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　
Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥとして識別する。さもなくば、２つのＳＲＢがＳｉｇｎａｌ
ｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔにおいて２回以上
識別されない場合、方法はステップ８１４に進む。
【００５２】
　ステップ８１４において、方法８００は、図７を参照して上記されたように、標準文書
３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１　ｖｅｒｓｉｏｎ　３．１０．０のセクション８．６．４
．１および１１．３において不明瞭につながる、任意のシグナリング無線ベアラｉｄｅｎ
ｔｉｔｙ　ＩＥがＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌ
ｉｓｔから欠けているかを決定する。そうである場合、方法８００は、ステップ８１８に
おいて、受け取ったＩＥを無効なまたは変則的なＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔとして識別する。さもなくば、３Ｇ標準文書
において不明瞭さにつながるシグナリング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥが省略され
ていない場合、方法はステップ８１６に進む。
【００５３】
　ステップ８１６において、方法８００は、Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔがまだユーザー機器４１０に設定されていないす
べての必要なシグナリング無線ベアラ（つまり、適用可能な３Ｇ標準によって必要とされ
るＳＲＢ）のために設定情報を含むか否かを決定する。すべての必要なＳＲＢ設定情報が
含まれていない場合、方法８００はステップ８１８において、受け取ったＩＥを無効なま
たは変則的なＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　
Ｌｉｓｔ　ＩＥとして識別する。さもなくば、すべての必要なＳＲＢ設定情報が受け取ら
れたＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ
に含まれる場合、設定情報はステップ８２０においてシグナリング無線ベアラを設定する
ために用いられる。
【００５４】
　受け取られたＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ
　Ｌｉｓｔ　ＩＥが、ステップ８１８において無効であるまたは変則的であると識別され
る場合、方法８００はステップ８２２において所定の手順にしたがってＩＥを処理する。
たとえば、３Ｇ標準にしたがって、ユーザー機器は、無効なまたは変則的なＩＥをＵＴＲ
ＡＮに報告し得て、新しいＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｍｅｓｓａｇｅ
を受け取り得るかまたは、無効なまたは変則的なＩＥのＵＴＲＡＮを通知することなくア
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イドル状態に戻り得る。
【００５５】
　図９を説明すると、別の例示的方法９００がステップ９１０から開始し、Ｓｉｇｎａｌ
ｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔがユーザー機器４
１０によって受け取られる。ステップ９１２において、ユーザー機器４１０は、受け取ら
れたＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ
　ＩＥが、図５に示されるように、同一のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）を２回特定
するか否かを決定する。２つのＳＲＢがＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔにおいて２回以上特定されない場合、方法はステップ
９１４に進む。さもなくば、複数のＳＲＢの発生がステップ９１２において識別される場
合、方法はステップ９２０において、所定の基準を用いて変則的なＩＥを解決する。たと
えば、ＳＲＢが２回含まれる場合、ステップ９２０においてユーザー機器４１０は、発生
の一つ（たとえば、最初のまたは最後の発生）が使用される設定として定義し得て、すべ
ての他の発生は無視される。複数のＳＲＢを解決すると、方法はステップ９１４に進む。
【００５６】
　ステップ９１４において、方法９００は、図７へ参照して上記されたように、標準文書
３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１、　ｖｅｒｓｉｏｎ　３．１０．０のセクション８．６．
４．１および１１．３において不明瞭さにつながるであろう任意のシグナリング無線ベア
ラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥがＳｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅ
ｔｕｐ　Ｌｉｓｔから欠けているか否かを決定する。そうでない場合、方法はステップ９
１６へ進む。しかしながら、３Ｇ標準文書において不明瞭さにつながる１つ以上のシグナ
リング無線ベアラｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥが省略されている場合、方法９００はステップ
９２２において所定の基準を用いて変則的なＩＥを解決する。たとえば、所定の基準９２
２は、ＵＥに命令し得て、標準文書３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１、　ｖｅｒｓｉｏｎ　
３．１０．０のセクション８．６．４．１またはセクション１１．３のいずれかにおいて
示されるデフォルトを用いて、１つ以上の欠けているＳＲＢ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ　ＩＥを
解決する。
【００５７】
　ステップ９１６において、方法９００は、Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔが、ユーザー機器４１０においてすでに設定され
たすべての必要なシグナリング無線ベアラ（つまり、適応可能な３Ｇ標準によって要求さ
れるＳＲＢ）のための設定情報を含むか否かを決定する。すべての必要なＳＲＢ設定情報
が含まれる場合、方法９００はステップ９１８に進み、シグナリング無線ベアラを設定す
る。さもなくば、１つ以上の必要なＳＲＢのための設定情報が含まれない場合、方法はス
テップ２１４において、１つ以上のＳＲＢのためのデフォルト設定値を選択することによ
って変則的なＩＥを解決する。ステップ９２４において欠けている設定エラーを解決する
と、方法９００はステップ９１８に進み、シグナリング無線ベアラを設定する。
【００５８】
　図１０は、上記のユーザー機器として用いられ得る例示的移動通信装置２１００を示す
ブロック図である。モバイル装置２１００は、処理システム２１３８、通信システム２１
１１、短距離通信サブシステム２１４０、メモリサブシステム２１２４および２１２６、
さまざまな他の装置サブシステムおよび／またはソフトウエアモジュール２１４２を含む
。モバイル装置２１００はまたユーザーインタフェースを含み、これは、ディスプレイ２
１２２、シリアルポート２１３０、キーボード２１３２、スピーカー２１３４、マイクロ
フォン２１３６、１つ以上の補助的入力／出力装置２１２８、および／または他のユーザ
ーインタフェース装置を含み得る。
【００５９】
　処理サブシステム２１３８は、モバイル装置２１００の全体の動作を制御する。処理サ
ブシステム２１３８によって実行されるオペレーティングシステムソフトウエアは、フラ
ッシュメモリ２１２４のような固定ストアに格納され得るが、読み出し専用記憶装置（Ｒ
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ＯＭ）または同様の記憶装置要素のようなメモリサブシステムにおける他のタイプのメモ
リ装置にもまた格納され得る。さらに、システムソフトウエアまたは特定の装置アプリケ
ーションまたはその部分は、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）２１
２６のような揮発性装置に一時的にロードされ得る。モバイル装置２１００によって受け
取られる通信信号はまたＲＡＭ２１２６に格納され得る。
【００６０】
　処理サブシステム２１３８は、そのオペレーティングシステム機能に加えて、装置２１
００におけるソフトウエアアプリケーション２１２４の実行を可能にする。データおよび
音声通信のような基本的な装置動作を制御するアプリケーションの所定のセットは、製造
中に装置２１００にインストールされ得る。さらに、電子メッセージ通信アプリケーショ
ンを含むＰＩＭ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｍａｎａｇｅｒ）アプリ
ケーションは装置にインストールされ得る。ＰＩＭは、たとえば、ｅメール、カレンダー
行事、音声メール、予約、タスク項目のようなデータ項目を整理し、管理するのに実施可
能であり得る。ＰＩＭアプリケーションはまた、無線ネットワーク２１１９を介してデー
タ項目を送受信するのに実施可能であり得る。
【００６１】
　データおよび音声通信を含む通信機能は、通信サブシステム２１１１とおそらくは短距
離通信サブシステム２１４０を介して実行される。通信サブシステム２１１１は受信器２
１１２と送信器２１１４と１つ以上のアンテナ２１１６および２１１８を含む。さらに、
通信サブシステム２１１１はまた、ＤＳＰ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅ
ｓｓｏｒ）２１２０のような処理モジュールまたは他の処理装置とＬＯ（ｌｏｃａｌ　ｏ
ｓｃｉｌｌａｔｏｒ）２１１３を含む。通信サブシステム２１１１の特定の設計および実
行は、モバイル装置２１００が動作するように意図される通信ネットワークに依存してい
る。たとえば、モバイル装置２１００は、Ｍｏｂｉｔｅｘ（登録商標）移動通信システム
、ＤａｔａＴＡＣ（登録商標）移動通信システム、ＧＳＭネットワーク、ＧＰＲＳネット
ワーク、ＵＭＴＳネットワーク、および／またはＥＤＧＥネットワーク内で動作するよう
に指定された通信サブシステム２１１１を含み得る。
【００６２】
　ネットワークアクセス要求は、通信システムのタイプによって変わる。たとえば、Ｍｏ
ｂｉｔｅｘおよびＤａｔａＴＡＣにおいて、モバイル装置は、それぞれの装置に関連する
固有のｐｅｒｓｏｎａｌ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒすなわちＰＩＮ
を用いてネットワーク上に登録される。しかしながら、ＵＭＴＳおよびＧＳＭ／ＧＰＲＳ
ネットワークにおいて、ネットワークアクセスは加入者または装置のユーザーに関連する
。それゆえ、ＧＰＲＳ装置は、一般的にＳＩＭカードと言及されるｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ
　ｉｄｅｎｔｉｔｙ　ｍｏｄｕｌｅを要求し、ＧＳＭ／ＧＰＲＳネットワークで動作する
。
【００６３】
　要求されたネットワーク登録または起動手順が完了すると、モバイル装置２１００は、
通信ネットワーク２１１９で通信信号を送受信し得る。アンテナ２２１６によって通信ネ
ットワーク２１１９から受け取られた信号は受信器２１１２にルートされ、この受信器は
信号増幅、周波数ダウン変換、フィルタリング、チャンネル選択などを提供し、また、ア
ナログ‐デジタル変換をも提供し得る。受信信号のアナログ－デジタル変換によって、Ｄ
ＳＰは復調およびデコードのようなより複雑な通信機能を実行することができる。同様に
、ネットワーク２１１９に伝達される信号は、ＤＳＰ２１２０によって処理され（たとえ
ば、変調され、符号化される）、それから送信器２１１４に提供される。これは、アンテ
ナ２１１８を介して、デジタル‐アナログ変換、周波数アップ変換、フィルタリング、増
幅、通信ネットワーク２１１９への伝達（または複数のネットワーク）のためである。
【００６４】
　処理通信信号に加えて、ＤＳＰ２１２０は受信器２１１２および送信器２１１４の制御
を提供する。たとえば、受信器２１１２および送信器２１１４において通信信号に適用さ
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れるゲインは、ＤＳＰ２１２０において実行された自動ゲイン制御アルゴリズムを介して
適応的に制御され得る。
【００６５】
　データ通信モードにおいて、テキスト・メッセージまたはウェブページダウンロードの
ような受信信号は、通信サブシステム２１１１および処理装置２１３８への入力によって
処理される。ディスプレイ２１２２への出力または代替的に一部の他の補助的Ｉ／Ｏ装置
２１２８への出力のために、受信信号は処理装置２１３８によってさらに処理される。装
置ユーザーはまた、キーボード２１３２および／または、タッチパッドまたはロッカース
イッチまたはスライドロータリまたは一部の他のタイプの入力装置のような一部の他の補
助的Ｉ／Ｏ装置２１２８を用いて、ｅメールメッセージのようなデータ項目を構成し得る
。構成されたデータ項目はそれから通信サブシステム２１１１を介して通信ネットワーク
２１１９へ伝達され得る。
【００６６】
　音声通信モードにおいて、装置の全体の動作は、受信信号がスピーカー２１３４へ出力
され、伝達のための信号がマイクロフォン２１３６によって生成されるという点を除いて
、実質的にデータ通信モードに類似である。音声メッセージ録音システムのような代替の
音声またはオーディオＩ／Ｏサブシステムもまた装置２１００において実行され得る。さ
らに、ディスプレイ２１２２もまた音声通信モードにおいて利用され得て、たとえば、発
呼者の識別、音声通信の時間、他の音声関連情報を表示する。
【００６７】
　短距離通信サブシステム２１４０によって、移動機器２１００と、必ずしも類似の装置
である必要がない他の近似のシステムまたは装置との間の通信が可能になる。たとえば、
短距離通信サブシステム２１４０は、赤外線装置および関連する回路と成分、すなわちＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信モジュールを含み得て、同様に使用可能なシステムお
よび装置を通信に提供する。
【００６８】
　この記載は実施例を用いて、最良の形態モードを含む本発明を開示し、また当業者が本
発明を作り、用いることができるようになる。本発明の特許の範囲は、当業者に起こる他
の実施例を含み得る。
【００６９】
　ここに記載される教示にしたがって、ユーザー機器プロトコルスタックにおいてシグナ
リング無線ベアラを設定するシステムおよび方法が提供される。ユーザー機器とコアネッ
トワークとの間で情報を伝達する無線アクセスネットワークを含む無線ネットワークが用
いられ得る。命令が受け取られ得て、事前選択した数のシグナリング無線ベアラのための
設定情報を含むシグナリング無線ベアラ設定情報要素（ＩＥ）を生成する。シグナリング
無線ベアラ設定ＩＥはそれから生成され得る一方、シグナリング無線ベアラ設定ＩＥは要
求されたシグナリング無線ベアラの最少数のための設定情報を含むことを確実にする。ユ
ーザー機器においてシグナリング無線ベアラの設定に使用するために、シグナリング無線
ベアラ設定情報要素は、無線アクセスネットワークからユーザー機器に伝達され得る。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】典型的な第３世代（３Ｇ）無線ネットワークを示すブロック図である。
【図２】典型的なコアネットワークのブロック図である。
【図３】ユーザー機器とＳＧＳＮの間の典型的なＵＭＴＳ制御プレーンアーキテクチャを
示す図である。
【図４】ユーザー機器のＲＲＣ層においてシグナリング無線ベアラを設定するための例示
的Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ情
報要素を示すブロック図である。
【図５】同一のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ１）を不適切に２回特定する非対応のＳ
ｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥ
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の例を示す。
【図６】必要なシグナリング無線ベアラの設定情報を含まない非対応のＳｉｇｎａｌｉｎ
ｇ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｌｉｓｔ　ＩＥの別の例を示す
。
【図７】ユーザー機器プロトコルスタックにシグナリング無線ベアラ情報を設定する例示
的方法を示す。
【図８】ユーザー機器プロトコルスタックにシグナリング無線ベアラ情報を設定する例示
的方法を示す。
【図９】ユーザー機器プロトコルスタックにシグナリング無線ベアラ情報を設定する例示
的方法を示す。
【図１０】ここに記載されるユーザー機器として用いられ得る例示的移動通信装置を示す
ブロック図である。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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